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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第１四半期連結
累計期間

第60期
第１四半期連結

累計期間
第59期

会計期間
自平成24年６月１日
至平成24年８月31日

自平成25年６月１日
至平成25年８月31日

自平成24年６月１日
至平成25年５月31日

売上高
（千

円）　
7,799,822 9,433,012 35,619,524

経常利益 （千円） 209,155 231,693 515,513

四半期（当期）純利益 （千円） 177,880 179,826 212,198

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 217,591 144,717 521,859

純資産額 （千円） 3,699,883 4,092,019 4,004,134

総資産額 （千円） 28,747,804 30,068,983 28,990,796

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 28.44 28.75 33.93

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 12.9 13.6 13.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況　

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要や新政権による経済政策により円安、株式市場が

上昇し企業業績の回復及び個人消費も回復傾向で明るい兆しが見えたものの、新興国経済の鈍化などから依然と

して先行き不透明な状況で推移いたしました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高が9,433百万円（前年同期比20.9％増）、営業利益は

208百万円（同5.6％減）、経常利益は231百万円（同10.8％増）、四半期純利益は179百万円（同1.1％増）となり

ました。

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

　木材事業におきましては、公共投資、被災住宅及び新設戸建住宅着工戸数の増加で一般建築資材の受注増加な

どにより売上高は前年同期を上回ったものの、資材価格の上昇や価格競争により営業利益は減少いたしました。

　この結果、売上高は2,814百万円（同4.0％増）、営業利益は36百万円（同51.4％減）となりました。

　流通事業におきましては、「イエローグローブ佐呂間店」（北海道常呂郡）をオープンするなど販売力の強化

に努めました。売上高、営業利益は前年同期の水準を確保することができました。

　この結果、売上高は4,070百万円（同1.8％増）、営業利益は120百万円（同3.2％減）となりました。

　住宅事業におきましては、新政権による経済政策及び消費税の駆け込み需要などにより個人の持家及び増改築

工事が増加し、新設の戸建て着工件数は前年同期を上回ることができました。

　この結果、売上高は404百万円（同43.0％増）、営業損失は16百万円（前年同期は33百万円の損失）となりまし

た。

　建設事業におきましては、公共投資及びサービス付き高齢者向け住宅などの増加により、売上高、営業利益は

前年同期を上回ることができました。

　この結果、売上高は779百万円（同67.9％増）、営業利益は39百万円（同335.6％増）となりました。

　不動産賃貸事業におきましては、売上高は135百万円（同0.7％減）、営業利益は56百万円（同23.0％増）とな

りました。

　自動車関連事業におきましては、エコカー補助金が終了し新車の販売台数は減少したものの、ガソリンの高騰

により小型の低燃費車の販売は順調に推移しております。なお、自動車関連事業につきましては、前第３四半期

連結会計期間より経営成績に反映しております。

　この結果、売上高は1,019百万円、営業損失は27百万円となりました。

　サービス等事業におきましては、売上高は208百万円（同2.0％減）、営業利益は６百万円（同77.8％増）とな

りました。なお、従来「流通事業」に含めておりました介護用品の販売については、当第１四半期連結会計期間

より、サービス付き高齢者向け住宅、デイケア施設等を取得しケアサービス事業の展開を拡大するため、セグメ

ントを「サービス等事業」に変更いたしました。

　

（2）財政状態の状況　

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は30,068百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,078百万円増加

しております。主な要因としましては受取手形及び売掛金が574百万円、商品及び製品が149百万円それぞれ増加

したことなどによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ990百万円増加し、25,976百万円となりました。主な要因としましては、

長期借入金が236百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が674百万円及び短期借入金が459百万円それぞれ増

加したことなどによるものであります。

　純資産は、4,092百万円となり前連結会計年度末に比べ87百万円増加しております。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年10月15日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 8,926,896 8,926,896
東京証券取引所ＪＡＳＤ

ＡＱ（スタンダード）
単元株式数100株

計 8,926,896 8,926,896 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成25年６月１日～

平成25年８月31日
－ 8,926,896 － 1,775,640 － 1,167,443

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 ①【発行済株式】　

 平成25年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　2,672,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　6,251,300 62,513 －

単元未満株式  普通株式　　 3,096 － －

発行済株式総数 8,926,896 － －

総株主の議決権 － 62,513 －

 

②【自己株式等】

 平成25年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）　

株式会社テーオー小笠

原　

北海道函館市港町三丁目

18番15号
2,614,900 － 2,614,900 29.29

（相互保有株式）　

小泉建設株式会社　

北海道函館市昭和３丁目

36番13号　
57,600 － 57,600 0.64

計 － 2,672,500 － 2,672,500 29.93

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　    当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年６月１日から平

成25年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年６月１日から平成25年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,356,521 1,370,029

受取手形及び売掛金 2,930,783
※2 3,505,458

営業貸付金 1,197,029 1,164,590

商品及び製品 3,552,487 3,702,163

販売用不動産 3,346,747 3,198,985

原材料及び貯蔵品 793,194 900,029

未成工事支出金 212,384 206,790

その他 1,675,866 1,542,538

貸倒引当金 △673,675 △363,934

流動資産合計 14,391,339 15,226,651

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,032,106 3,119,723

賃貸用資産(純額) 4,374,683 4,357,159

土地 4,043,452 4,043,452

その他（純額） 687,674 880,725

有形固定資産合計 12,137,916 12,401,060

無形固定資産 142,892 137,528

投資その他の資産

投資有価証券 1,260,136 1,199,511

その他 1,201,859 1,549,492

貸倒引当金 △143,347 △445,260

投資その他の資産合計 2,318,647 2,303,742

固定資産合計 14,599,456 14,842,331

資産合計 28,990,796 30,068,983

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,778,174
※2 6,452,294

短期借入金 12,380,498 12,840,302

未払法人税等 103,949 89,865

引当金 185,653 206,380

その他 1,403,112 1,487,793

流動負債合計 19,851,387 21,076,636

固定負債

長期借入金 3,607,053 3,370,523

退職給付引当金 359,315 371,067

役員退職慰労引当金 56,641 59,406

その他 1,112,263 1,099,330
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

固定負債合計 5,135,273 4,900,327

負債合計 24,986,661 25,976,964

純資産の部

株主資本

資本金 1,775,640 1,775,640

資本剰余金 1,953,655 1,953,655

利益剰余金 1,474,266 1,597,285

自己株式 △1,303,556 △1,303,582

株主資本合計 3,900,005 4,022,999

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 104,128 69,019

その他の包括利益累計額合計 104,128 69,019

純資産合計 4,004,134 4,092,019

負債純資産合計 28,990,796 30,068,983
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年８月31日)

売上高 7,799,822 9,433,012

売上原価 6,173,930 7,512,630

売上総利益 1,625,892 1,920,382

販売費及び一般管理費 1,405,218 1,712,073

営業利益 220,673 208,308

営業外収益

受取利息 1,454 1,472

受取配当金 29,028 26,952

受取保険金 12,501 14,379

その他 33,934 46,887

営業外収益合計 76,919 89,692

営業外費用

支払利息 65,178 59,417

その他 23,259 6,891

営業外費用合計 88,438 66,308

経常利益 209,155 231,693

特別利益

固定資産売却益 927 551

投資有価証券売却益 7,927 －

特別利益合計 8,855 551

特別損失

固定資産売却損 434 －

固定資産廃棄損 － 660

投資有価証券評価損 41,252 －

特別損失合計 41,686 660

税金等調整前四半期純利益 176,324 231,584

法人税、住民税及び事業税 36,284 47,671

法人税等調整額 △37,841 4,086

法人税等合計 △1,556 51,758

少数株主損益調整前四半期純利益 177,880 179,826

四半期純利益 177,880 179,826
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 177,880 179,826

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 39,710 △35,109

その他の包括利益合計 39,710 △35,109

四半期包括利益 217,591 144,717

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 217,591 144,717
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　１　受取手形割引高

　
前連結会計年度

（平成25年５月31日）　

当第１四半期連結会計期間

　　 （平成25年８月31日）　

　受取手形割引高 1,909,954千円　 1,553,990千円

　

　　　※２　期末日満期手形

　　　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理しております。

　　　　　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。　

　
前連結会計年度

（平成25年５月31日）　

当第１四半期連結会計期間

　　 （平成25年８月31日）　

　受取手形 －千円　 10,461千円

　支払手形 －千円 375,389千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

　

前第１四半期連結累計期間

　　 （自　平成24年６月１日

　　　 至　平成24年８月31日）　

当第１四半期連結累計期間

　　 （自　平成25年６月１日

　　　 至　平成25年８月31日）　

　減価償却費 121,789千円 130,675千円

　のれんの償却額 －千円 4,365千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年８月31日）

配当金支払額

　

（決議）　
株式の種類　

配当金の総

額　

１株当たり

配当額　
基準日　 効力発生日　 配当の原資　

平成24年８月28日

定時株主総会
普通株式　   37,871千円 　６円　

平成24年５月31

日　

平成24年８月29

日　
利益剰余金　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年６月１日　至　平成25年８月31日）

配当金支払額

　

（決議）　
株式の種類　

配当金の総

額　

１株当たり

配当額　
基準日　 効力発生日　 配当の原資　

平成25年８月22日

定時株主総会
普通株式　  56,807千円 　　９円　

平成25年５月31

日　

平成25年８月23

日　
利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　

報告セグメント 

 計(千円)木材

（千円）　

流通

（千円）　

住宅

（千円）　

建設

（千円）　

不動産賃貸

（千円）

サービス等

（千円）

  売上高

　　　外部顧客への売上高　
2,705,143　 3,997,691　 283,055　 464,641　 136,486　 212,804　

7,799,822

　

　　　セグメント間の内部売上高又は振替高 1,144　 －　 526　 13,390　 4,965　 7,163　 27,192　

計 2,706,287　 3,997,691　 283,582　 478,032　 141,451　 219,968　
7,827,014

　

　セグメント利益又は損失（△） 74,705　 124,753　 △33,178　 9,161　 45,770　 3,408　 224,620　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

利益　 金額（千円）　

　報告セグメント計　 224,620　

　セグメント間取引消去　 △1,016　

　全社費用（注） △2,930　

　四半期連結損益計算書の営業利益 220,673　

　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年６月１日　至　平成25年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 報告セグメント

計(千円)　
　

木材

（千円）　

流通　

(千円)

住宅

（千円）　

建設

（千円）　

不動産賃貸

（千円）

自動車関連

(千円)　

サービス等

（千円）　

  売上高

　　　外部顧客への売上高　

2,814,213

　
4,070,632 404,783　 779,918　 135,598　

1,019,389

　
208,476　

9,433,012

　

　　　セグメント間の内部売上高又は振

替高
530　 － 435　 1,574　 3,922　 －　 7,789　 14,251　

計
2,814,743

　
4,070,632 405,218　 781,493　 139,520　

1,019,389

　
216,266　

9,447,264

　

　セグメント利益又は損失（△） 36,276　 120,750 △16,819　 39,904　 56,291　 △27,146　 6,062　 215,319　

　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

利益　 金額（千円）　

　報告セグメント計　 215,319　

　セグメント間取引消去　 △1,489　

　全社費用（注） △5,521　

　四半期連結損益計算書の営業利益 208,308　

　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

　前連結会計年度まで報告セグメントの「流通事業」に含めておりました介護用品の販売については、当

社が第１四半期連結会計期間より、サービス付き高齢者向け住宅、デイケア施設等を取得し、ケアサービ

ス事業の展開を拡大するため、報告セグメントを「サービス等事業」に変更いたしました。なお、前第１

四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載しており

ます。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成24年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 28円44銭 28円75銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 177,880 179,826

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 177,880 179,826

普通株式の期中平均株式数（株） 6,254,313 6,254,257

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　 該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社テーオー小笠原(E03169)

四半期報告書

14/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年10月15日

株式会社テーオー小笠原

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 大森　茂伸　　　印

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 板垣　博靖　　　印

　

指定有限責任
社員
業務執行社
員　

　
　
公認会計士　 齊藤　揮誉浩　　印　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テー

オー小笠原の平成25年６月１日から平成26年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年６月１日

から平成25年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年６月１日から平成25年８月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テーオー小笠原及び連結子会社の平成25年８月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。　

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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